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千葉市教育委員会  

千葉市の児童生徒の調査結果について公表いたします。 

 なお、本調査により測定できるのは学力の一部であり、各学校では日常の教育活動を多角

的に評価・分析した結果と合わせて、学校教育活動の改善に努めております。 

 

１ 調 査 の 概 要  
（１）調査実施日  平成２６年４月２２日（火） 

（２）調査対象   小学校６年生、中学校３年生 

（３）調査内容   国   語 Ａ問題（主として知識 ）、 Ｂ問題（主として活用） 

          算数・数学 Ａ問題（主として知識 ）、 Ｂ問題（主として活用） 

質問紙調査（学習意欲、学習方法、学習習慣、生活習慣等） 

 

２ 学 年 ･ 教 科 別 結 果 概 要  （本年度と悉皆調査実施年度との比較） 

（１）全国・千葉県・大都市の平均正答率 ( ％ ) と千葉市全体の結果 

 

【資料１】問題別平均正答率一覧 ( ％)[全国・千葉県・大都市・千葉市 ] ＜平成19～本年度＞ 

 

全国 千葉県 大都市 千葉市 全国平均 全国 千葉県 大都市 千葉市 全国平均
平均 平均 平均 平均 との 平均 平均 平均 平均 との
正答率 正答率 正答率 正答率 比較 正答率 正答率 正答率 正答率 比較

平成２６ 72.9 75.8 73.3 77.1 ＋４．２ 55.5 55.5 56.3 57.3 ＋１．８

平成２５ 62.7 61.9 63.4 64.2 ＋１．５ 49.4 50.1 50.9 52.6 ＋３．２
平成２１ 69.9 71 70.5 72.8 ＋２．９ 50.5 51.3 52.1 52.1 ＋１．６
平成２０ 65.4 66.7 66.5 69.6 ＋４．２ 50.5 51.4 52.1 54.1 ＋３．６
平成１９ 81.7 82.2 82.2 82.8 ＋１．１ 62 64 64 66 ＋４．０

平成２６ 78.1 78.2 78.3 79.8 ＋１．７ 58.2 58.8 59.6 60.6 ＋２．４

平成２５ 77.2 77.1 77.5 78.5 ＋１．３ 58.4 59.4 59.8 62.3 ＋３．９
平成２１ 78.7 79.8 79.3 81.6 ＋２．９ 54.8 56.3 56.7 58.6 ＋３．８
平成２０ 72.2 72.8 72.8 75 ＋２．８ 51.6 53.2 53.4 55.7 ＋４．１

平成１９ 82.1 83.2 82.6 84.7 ＋２．６ 63.6 65 64.3 67.1 ＋３．５

平成２６ 79.4 79.8 79.5 80.7 ＋１．３ 51 51.7 51.5 53 ＋２．０

平成２５ 76.4 76.2 76.5 77.7 ＋１．３ 67.4 68.1 68 70.7 ＋３．３
平成２１ 77 76.8 76.7 78.5 ＋１．５ 74.5 74.6 73.9 76.7 ＋２．２
平成２０ 73.8 72.8 73.6 74.3 ＋０．７ 60.8 61.8 61.3 63.2 ＋２．４
平成１９ 81.6 81.6 81.6 82.7 ＋１．１ 72 72 72 74 ＋２．０

平成２６ 67.4 66.7 67.7 68.3 ＋０．９ 59.8 60.1 60.9 61.6 ＋１．８

平成２５ 63.7 63.2 64.2 65.7 ＋２．０ 41.5 41.5 42.5 45 ＋３．５
平成２１ 62.7 61.6 63.1 64.1 ＋１．４ 56.9 56.7 57.3 59.8 ＋２．９
平成２０ 63.1 61.7 63.5 63.4 ＋０．３ 49.2 49.1 49.6 51.3 ＋２．１
平成１９ 71.9 70 71.9 72.2 ＋０．３ 60.6 60 60.6 62.9 ＋２．３

※「大都市」とは政令指定都市と東京23区。

※平成２２・２４年度は抽出校の調査のため経年変化には加えていない（平成２３年度は東日本大震災のため未実施）。
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ア 小学校（横軸：悉皆調査実施年度、縦軸：平均正答率） [ 全国・千葉市 ]  

 

 

イ 中学校（横軸：悉皆調査実施年度、縦軸：平均正答率） [ 全国・千葉市 ]  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①千葉市の小学校６年生、中学校３年生は、国語、算数・数学、いずれの教科・問題区分

（Ａ・Ｂ問題）においても、全国（公立）・千葉県・大都市の平均正答率を上回わる。 

②千葉市の小学校６年生：国語Ａ問題を除いて、小学校６年生・中学校３年生ともに、Ａ問

題（知識）より、Ｂ問題（活用）の方が、全国（公立）の平均正答率を大きく上回わる。 

③平成１９年度からの悉皆調査実施４回との経年比較から判断しても、本市の結果は概ね良

好の状態を維持していると考えられる。 
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（２）正答数の分布 ( 全国との比較 )  

【資料２】正答数分布（横軸：正答数、縦軸：人数の割合）［全国・千葉市］＜本年度＞ 

 ア 小学校 

 

 

 

 



4 

 

イ 中学校 
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 ①小学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ②中学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）平成２５年度・平成２６年度の比較から 

 ①市内学校Ａ・Ｂ問題平均正答率の相関グラフ 

【資料３】市内各学校別：Ａ・Ｂ問題学校別平均正答率の相関分布表 

（平成２５・２６年度比較）［中心座標はＡ・Ｂ問題の全国平均正答率を示す］ 
    第 １ 群 ： Ａ ・ Ｂ 問 題 共 に 全 国 平 均 正 答 率 を 上 ま わ っ た 学 校                                  
    第 ２ 群 ： Ａ 問 題 は 全 国 平 均 正 答 率 を 下 ま わ っ た が 、 Ｂ 問 題             

で は 全 国 平 均 正 答 率 を 上 ま わ っ た 学 校                  
    第 ３ 群 ： Ａ 問 題 は 全 国 平 均 正 答 率 を 上 ま わ っ た が 、 Ｂ 問 題             

で は 全 国 平 均 正 答 率 を 下 ま わ っ た 学 校                                     
    第 ４ 群 ： Ａ ・ Ｂ 問 題 共 に 全 国 平 均 正 答 率 を 下 ま わ っ た 学 校  

ア 小学校 

 

第２象限 第１象限 

第３象限 第４象限 

第２群 第１群 

第４群 第３群 

＜Ａ問題＞ 

・国語・算数ともに、本市の状況を全国と比較すると、正答数の多い児童数が多くな
っていることが特色としてあげられる。 

・正答数の少ない児童数の割合は全国とほぼ同数であり、分布傾向も同様である。 
・上記２者の間にいる中間層の児童数は少なくなっており、正答率の多い児童の多さ

とともに、平均正答率が高い要因となっている。 
＜Ｂ問題＞ 

・国語・算数ともに、本市の状況を全国と比較すると、Ａ問題と同様に、正答数の多
い児童数が多いことが特色であり、正答率が高い要因となっている。 

・Ａ問題と比較すると、正答数の多い児童層が薄くなり、逆に正答数の少ない児童層
と中間層が厚くなっており、平均的な分布となっている。これは全国同様の傾向で
あるが、千葉市でもその改善が課題である。 

＜Ａ問題＞ 
・国語・数学ともに、全国と同様の分布傾向であるが、中学校でも正答数の多い生徒

層が厚くなっており、平均正答率を高める要因である。 
・全国と同様の傾向ではあるが、数学は国語と比較すると、正答率の低い生徒層と 

中間層が厚くなっており、その改善が課題である。 
＜Ｂ問題＞ 

・国語・数学ともに、本市の状況を全国と比較すると、Ａ問題と同様に、正答数の多

い生徒数が多いことが特色であり、正答率が高い要因となっている。 

・国語では、Ａ問題と比較し、Ｂ問題で正答数の多い児童数が減少し、逆に正答数の

少ない児童層と中間層が厚くなる。全国と同様の傾向であるが、「活用」力の全体

の底上げが課題である。 

・数学も国語と同様の傾向があるが、分布は正答数の多い生徒から少ない生徒まで平

均的な分布であり、中間層が若干薄くなっている点に課題がみられる。 

 



6 

 

 イ 中学校 

 

＜資料３「相関グラフ」から＞ 

①小学校 

  ・各学校におけるＡ・Ｂ問題の平均正答率の分布から、基礎的な知識の定着と活用力との

関係には相関が強くあることが分かる。 

  ・平成２６年度は前年度と比較すると、Ａ問題（知識）に比べＢ問題（活用）が正答率に

課題を持つ学校が増えており、全体的な学校間の学力差が広がっている傾向が見られる。 

②中学校 

 ・小学校同様、Ａ・Ｂ問題の平均正答率の分布には、強い相関関係が存在することが分か 

る。各学校においては、基礎的な知識の定着を図ることが、応用力の育成の基盤となる 

ことを認識し、学習指導の改善に取り組むことが重要である。 

  ・両年度とも、国語と比較した各学校間の数学の学力差は大きく開いていることが分かる。

成果をあげている学校の指導法の共有などの対応が求められる。 
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学校名 国語A 国語B 数学A 数学B 学校名 国語A 国語B 数学A 数学B

加曽利 ↘ ↘ ↘ ↘ 幕張西 　 　 ↘ ↘

末広 　 　 　 　 都賀 ↗ 　 　 　

葛城 ↗ ↗ 　 ↗ 千城台南 　 ↘ 　 ↘

椿森 ↗ 　 ↗ ↗ みつわ台 　 　 ↘ 　

緑町 　 　 ↗ ↗ 緑が丘 ↘ 　 ↘ ↘

小中台 　 　 ↗ 　 天戸 　 　 　 　

花園 　 ↘ 　 　 若松 　 　 　 ↘

新宿 ↗ ⇗ ⇗ ⇗ 幸町二 ↘ ↘ ↘ ↘

蘇我 　 　 　 　 山王 　 　 　 　

幕張 　 　 　 　 朝日ケ丘 ↘ ↘ ↘ ↘

生浜 　 　 ↘ 　 貝塚 ↘ ↘ ↘ ↘

誉田 　 ↘ 　 ↘ 泉谷 ↗ 　 ↗ 　

轟町 　 　 　 ↘ 幕張本郷 　 　 　 ↘

松ケ丘 ⇗ ⇗ ⇗ ⇗ 土気南 　 　 　 　

稲毛 　 ↘ 　 ↘ 打瀬 　 　 ↘ ↘

花見川一 ↗ ↗ ↘ ↘ 有吉 　 ↘ ↘ ↘

千城台西 　 　 　 　 大椎 ↘ 　 ↘ ↘

こてはし台 ↘ ↘ 　 ↘ 真砂 　 　 　 ↘

高洲一 ↗ ↗ ↗ ⇗ おゆみ野南 　 ↘ 　 　

さつきが丘 ↗ 　 ↗ ↗ 磯辺 　 　 ↗ ↗

草野 　 ↘ ↘ 　

イ　中学校（条件該当学年生徒数が80人以下の学校については調査母体による影響が顕著となるため公表しない）

（推移数値）

⇗ 向上 ↗ やや向上 空欄 大きな変化がない ↘ 低下

【資料４】全国平均正答率との差異からみる各学校の経年推移　（平成２５年度との比較）

学校名 国語A 国語B 算数A 算数B 学校名 国語A 国語B 算数A 算数B

新宿 ⇗ 　 　 　 西小中台 ↗ 　 　 ↗

本町 ↗ ⇗ 　 ⇗ さつきが丘東 　 ↘ 　 ↘

寒川 　 　 　 ↘ 北貝塚 ↗ 　 　 　

登戸 ⇗ ↗ ↗ 　 幕張西 　 ↘ 　 ↘

院内 　 ↘ 　 ↘ 草野 　 　 　 ↘

蘇我 ↗ 　 　 　 千城台東　 ↘ ↘ ↗ 　

都 ↗ 　 ↗ 　 幸町三 ⇗ ↗ 　 　

都賀 ↗ ↗ 　 　 高洲三 ↗ ↗ ↗ ↗

検見川 ↗ 　 　 　 千草台東 ⇗ ↗ ↗ ↗

稲毛 ⇗ ↘ ↗ ↗ 高浜一 　 ↘ ↘ ↘

園生 ↗ 　 　 ↗ 作新 ↗ 　 ↗ 　

若松 　 ↘ 　 ↘ みつわ台北 　 　 ↘ ↘

大森 　 　 ↘ 　 誉田東 　 　 　 　

稲丘 　 　 　 　 千城台旭 ↗ ↘ 　 ↘

花園 　 ↘ ↘ ↘ 柏井　　　　　　　　 　 ↗ 　

犢橋 ↘ ↘ 　 ↘ みつわ台南 　 ↘ ↘ ↘

幕張 　 　 ↗ ↗ 幕張南 　 ↘ 　 　

長作 　 ↘ ↘ ↘ 都賀の台 ⇗ 　 　 ↘

生浜 ↘ ↘ ↘ ↘ 上の台 　 ↘ 　 　

誉田 ↗ ↘ 　 　 磯辺三 　 　 　 　

轟町 　 　 ↗ 　 源 　 ↘ ↘ ↘

鶴沢 ⇗ ↗ 　 　 朝日ケ丘 　 　 ↗ 　

平山 ⇗ ↗ ⇗ ⇗ 生浜東 ⇗ ↘ 　 　

松ケ丘 　 ↘ ↘ ↘ 泉谷 　 ↘ 　 ↘

白井 　 　 　 ↘ 土気南 　 　 　 ↘

宮崎 　 ↘ 　 　 西の谷 　 ↗ ↗ ⇗

緑町 ↗ 　 ↗ 　 小谷　 ↗ 　 ↘ ↘

川戸 ⇗ 　 　 　 大椎 　 ↘ 　 　

山王 　 ↘ ↘ ↘ 有吉 　 　 　 　

小中台 　 　 ↗ ↗ 打瀬 　 　 　 　

大宮 　 ↘ 　 　 金沢 　 ↘ ↘ ↘

小倉 ↗ 　 ↗ 　 あすみが丘 　 ↘ 　 ↘

千草台 ↗ ↗ ↘ 　 扇田 ↗ 　 　 　

稲毛二 　 ↘ ↘ ↘ 瑞穂 　 　 　 　

あやめ台 ↗ ↘ ↘ ↘ 海浜打瀬 　 　 　 　

星久喜 　 　 ↘ ↘ おゆみ野南 ↗ ↘ 　 ↘

幕張東 ⇗ 　 　 ↗ 花島 　 ↘ ↘ ↘

幸町一 　 ↗ 　 　 美浜打瀬 ↗ 　 　 　

土気 ⇗ ⇗ ↗ ↗ 高洲 ↗ ↗ ↗ 　

桜木 　 ↘ 　 ↘ 真砂東 　 ↘ 　 　

宮野木 ↗ 　 　 　 真砂西 ↗ 　 　 　

生浜西 ⇗ ↗ ↗ 　 高浜海浜 　 　 　 ↘

こてはし台 ↗ 　 ↗ 　 磯辺 　 ↘ ↗ ↗

ア　小学校（条件該当学年生徒数が４0人以下の学校については調査母体による影響が顕著となるため公表しない）

（推移数値）

⇗ 向上 ↗ やや向上 空欄 大きな変化がない ↘ 低下
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＜資料４「各学校の経年推移（平成２５年度との比較 ）」 から＞ 

  ・出題問題が毎年異なること、調査母体の児童生徒の実態が異なること、測定できるのは

学力の特定の一部であり、経年推移は単なる傾向を表したものである。今後数年の推移

を見守っていく必要がある。 

  ・小学校６年生、中学校３年生ともに、平均正答率は、全国平均を上まわっているものの、

平成２５年度との比較に注目すると、全国平均正答率との有意性から、特に国語Ａ、算

数Ａ問題に向上の傾向がみられ、各学校の推移に反映されている。 

 

【資料５】平均正答率の顕著な向上が見られた主な学校の取組事例 

＜平成２５年度との経年推移の比較から＞ 

・顕著な向上の見られた学校では、以下のような取組が報告されている。  

ア 小学校 

幸町第三小学校  ・朝学習：毎日「天声人語」筆写の継続   

・教師の指導の充実に取り組む（校内研修の充実）  

登戸小学校  ・思考を重視し、自力解決と交流場面を取り入れた授業  

幕張小学校  ・５校時前の１０分間「学力アップタイム」による基礎学力定着   

・少人数指導教員を高学年に配当  

小倉小学校  ・国語：視写の実施：集中力向上   

・算数：昼学習～「かけ算九九の歌」を放送で流して定着   

・朝ドリルタイム（週１回 ）、 「算数道場」全校体制での指導徹底  

高洲第三小学校  ・言語活動充実を図っている  

：保護者協力による読み聞かせ・読書タイム・家庭での音読のす 

すめ 

・地域の学校教育への支援の熱心さ 

千城台北小学校 ・国語：読書の充実  

・算数：チャレンジタイム強化（担当以外も TT で参加して指導 )   

・学力向上サポーター配置が奏功  

花見川第一小学校  ・校内で書く力を中心に研究を継続  

イ 中学校 

葛城中学校  ・国語・数学：継続研究の成果（書く・考える指導の継続）   

・教科部会充実（ベテランから若手へ指導技術の伝達が充実） 

幸町第一中学校  ・授業力向上（全教科研究授業に取組）  

・朝読書・朝ドリルの継続的な取組  

・子どもが主体的に学習に取り組むための授業改善  

高洲第二中学校  ・４年前から全校で継続する「話し合い活動」重視の授業の取組   

・「学校が楽しい」との回答率高～学校生活への満足度が高い  

土気中学校  ・数学：根拠を言葉で説明する等による授業改善の取組   

・落ち着いて前向きに授業・学校生活を送る生徒達の状況  

松ヶ丘中学校  ・安定した当該学年の学校生活と学習への取組   

・地域・学校行事に積極的参加（例年）  

＜資料５「顕著な平均正答率の向上が見られた学校の取組」から＞    

①小学校で有効性の認められる取組 

  ・全校をあげた言語能力向上のための継続した取組（朝学習や昼学習の運営の工夫） 

  ・教師の指導力の向上に向けた実効ある職員研修の推進 

  ・学校教育への家庭・地域の支援体制の充実 

  ・チームティーチング等の配置等による学習支援の重点化の工夫   等々 

②中学校で有効性の認められる取組 

  ・生徒が落ち着いて生活・学習に取り組める学校環境安定化の取組（学校生活満足度向上） 

  ・習熟度別学習の積極的な導入による個に応じた指導の工夫 

  ・学校職員体制の活性化を通じた授業力向上の取組 

  ・全校・教科による「活用」力向上のための継続した学習改善   等々 
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３ 質 問 紙 調 査 結 果 概 要 （本市における特徴的な傾向） 

【資料６】児童生徒質問紙調査より［全国・千葉市］＜本年度＞ 

 ア 小学校 

学校の授業時間以外に 、普段 （ 月～金曜日 ）、 1 日あた り どれ く らいの時間 、勉強を します

か （ 学習塾で勉強している時間や家庭教師に教わっている時間も含む ）  

選択肢 1  2  3  4  5  6  7  8  その他 無回答 

千葉市 15.8  15.0  27.8  24.1  13.7  3.6      0.0  0.0  

全国 11.2  14.6  36.2  25.2  9.5  3.2      0.1  0.0  

 
 

土曜日や日曜日など学校が休みの日に 、 1 日あたり どれ く らいの時間 、勉強を しますか （ 学

習塾で勉強している時間や家庭教師に教わっている時間も含む ）  

選択肢 1  2  3  4  5  6  7  8  その他 無回答 

千葉市 10.9  6.1  11.8  25.9  34.2  11     0.0  0.0  

全国 6.4  5.1  12.5  31.9  33.4  10.6      0.1  0.0  

 
 

国語の勉強は好きですか 。  

選択肢 1  2  3  4      7  8  その他 無回答 

千葉市 27.9  38.2  22.6  11.1          0.1  0.1  

全国 22.9  36.3  26.5  14.1          0.1  0.1  
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テレビのニュース番組やイン ターネ ッ ト のニュースを見ますか （ 携帯電話やスマー ト フ ォ ン

を使ってイン ターネ ッ ト のニュースを見る場合も含む ）。  

選択肢 1  2  3  4      7  8  その他 無回答 

千葉市 61.3  26.4  7.3  4.8          0  0.2  

全国 53.8  30.9  9.3  5.7          0.1  0.2  

 
 

家で 、学校の授業の復習を していますか 。  

選択肢 1  2  3  4      7  8  その他 無回答 

千葉市 16.3  30.2  35.3  18.1          0  0.1  

全国 21.9  32.1  31.1  14.9          0.1  0  

 
 

今住んでいる地域の行事に参加していますか 。  

選択肢 1  2  3  4      7  8  その他 無回答 

千葉市 25.4  32.7  25 16.8          0  0.1  

全国 37.7  30.3  18.7  13.2          0.1  0  
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 イ 中学校 

土曜日や日曜日など学校が休みの日に 、 1 日あたり どれ く らいの時間 、勉強を しますか （ 学

習塾で勉強している時間や家庭教師に教わっている時間も含む ）  

選択肢 1  2  3  4  5  6  7  8  その他 無回答 

千葉市 8.4  14.3  22.3  21.1  19.7  14.1      0.1  0.1  

全国 5.2  11.7  23.4  27.1  21.2  11.3      0.0  0.1  

 

 
 

400 字詰めの原稿用紙 ２～ ３枚の感想文や説明文を書 く こ とは難しいと思いますか 。  

選択肢 1  2  3  4          その他 無回答 

千葉市 34.9  28.3  21.3  15.4          0.0  0.2  

全国 39.9  26.9  19.6  13.4          0.0  0.1  

 

 
 

家で 、学校の宿題を し ていますか 。  

選択肢 1  2  3  4          その他 無回答 

千葉市 57.7  27.1  10.5  4.5          0.1  0.1  

全国 63.7  24.5  8.7  3.0          0.1  0.0  
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今住んでいる地域の行事に参加していますか 。  

選択肢 1  2  3  4      7  8  その他 無回答 

千葉市 11.6  25.0  31.4  31.9          0.0  0.1  

全国 16.6  26.9  28.3  28.1          0.0  0.1  

 

 
（１）小学校 

  ○「１日あたり２時間以上勉強する」「土曜日や日曜日などの学校が休みの日に１日あた

り３時間以上勉強する」と答えた小６児童の割合は、前者で 5.0 ポイント、後者で 5.5

ポイント全国より高く、学習に対しての意識が高いことが平均正答率の高い要因の一つ

となっていると考えられる。 

○「国語が好き」と回答した小６児童の割合は、全国より 5.0 ポイント高く、小学校にお

ける国語を中心とする言語活動の充実が、今年度の国語Ａ問題で高い平均正答率を示し

た背景となっていると考えられる。 

○「テレビのニュース番組やインターネットニュースをよくみる」と回答した児童は全国

よりも 7.5 ポイント高く、社会的な関心が高い傾向が読み取れる。 

  ▲「家で学校の復習をしている」と回答した小６児童は、全国より 5.6 ポイント低い。家 

   庭において目的をもって復習をする習慣を定着させるなど、平均正答率の更なる向上に 

   つなげる方策を考えていく必要がある。 

  ▲「今住んでいる地域の行事に参加しているか」に当てはまると回答した児童は、全国よ 

り 12.3ポイントも低く、住民自治推進の観点からも地域と児童との乖離が課題である。 

（２）中学校 

 ○「学校が休みの日に１日あたり３時間以上勉強する」と回答した中３生徒の割合は、全

国より 5.8 ポイント高く、小６児童同様に学習に対する高い意識が、平均正答率を押し

上げる要因の一つであると考えられる。  

  ○「 400 字詰めの原稿用紙２～３枚の感想文や説明文を書くことが難しいと思う」と回答

した中３生徒は、全国より 6.0 ポイント低いことから、国語での言語活動を重視した学

習の成果が、平均正答率の高い生徒数をもたらしていると考えられる。 

  ▲「家で学校の宿題をしている」と回答した中３生徒は、全国より 6.0 ポイント低い。基 

礎学力の更なる定着に向けて、宿題のあり方を含めた検討と工夫が必要があろう。 

  ▲「今住んでいる地域の行事に参加しているか」に当てはまると回答した生徒は、全国よ 

り 5.0 ポイント低いが、小学校より大幅に改善され地域自治の意識が高まる傾向がある。 

 
４ 今 後 の 対 応  
 

（１）教育委員会においては、引き続いて結果の詳細な分析を行い、学校における学習課題改 

善に資するデータと今後の学習指導改善の方向性やポイント等を各学校に示すことで、あ

らゆる機会を通じて各学校の指導改善に向けた指導・助言を行い、教職員の指導力向上を

支援していく。 

（２）学校においては、調査結果を分析して授業改善に生かし、一人一人の児童生徒にとって 

「わかる授業」を一層進め、確かな学力の育成・定着を図る。 

（３）家庭においては、規則正しい生活や家庭学習の習慣を身に付けるなど、児童生徒の望ま 

しい生活習慣の育成に努める。 


